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１、 緊急時の対応フロー
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【病状悪化や緊急を要するときの対応】

病状悪化・不慮の事故など

事務局へ連絡（スタッフ⇒事務局）

かかりつけ医師と協議し、緊急性の確認。

又はこの時点で保護者との対応確認。

かかりつけ医で再受診 救急病院で受診

救命処置等、救急車手配

事務局へ連絡

事務局より保護者へ受診結果を連絡

帰宅等対応確認

保護者帰宅。児童引き渡し、状況説明ほか

救急医療機関へ搬送

＊事務局スタッフも直行

保護者帰宅。

児童引き渡し状況説明＊

その際事務局スタッフも付

き添う

＊心肺停止など緊急を要する場合

＊かかりつけ医院

時間外などの場合

状態の悪化を確認した場合（発疹がでてきた、水分食事が全く取れない・

飲めない・食べない、高熱、突然吐いた、ぐったりした、顔面蒼白、けいれん、

意識レベルが低い、呼吸困難、心肺停止など）

【緊急連絡先】

①０7０－5260－2556

②080-8536-5901

（２４時間対応）



２、 救急対応でのポイント
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３、 症状毎の対応フロー（発熱）
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４、 症状毎の対応フロー（咳）
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５、 症状毎の対応フロー（嘔吐）
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６、 症状毎の対応フロー（下痢）



7

７、 症状毎の対応フロー（様子がちがう時）



8

８、 症状毎の応急処置について
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